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   1) The normal rate of the 17-KS excretion were studied on 51 male and female 
subjects of various age group. 
   2) Both males and females younger than 14 years of age exhibited the normal rate of 
the 17-KS excretion. 
   3) The greatest rate was found in those males who were 30-34 years of age, and the 
rate ranged 15.83 ± 2.67 mg/day. 
   4) Regardless of sex, the rate of 17-KS excretion decreased in the subjects older than 




と略記す る)の 測定は諸 家に より異つ てい る.
同じ年代 の健康 人を測定 してもその標準扁差 の
開 きは大 き く一定 していない.之 は17-KS測
定 に対す る方法 が諸 家に より異つてい る為で あ
る.即 ち第1扁 の基礎 的研究 で述べ た如 く,
Zimmermann反応(以 下Z反 応 と略記す る)
を応用 した もので も,呈 色法では苛性加里溶液
に対 してCallow法を用い るもの,又Pearson
法 を用い るものによつて17-KS値 の差 があ り
水解抽出に際 して加水分解 を行 うに,鉱 酸 を用
いるもの又 その 濃度 によつ ても異 る.そ の他
Girard試薬 によつて ケ トン分 劃 と非 ケ トン分
劃 を分け る方法 によつて も多少の差があ る.又
比色計に よつても,ブ イルターキユベ ツ ト等 に
よつても異つて くる.ポ ーラログ ラフでは比色
計 よりもやや低い値がで るようである.其 の他
症例 に よりその測 定例数 に多寡があ り,叉 その
年代の とり方に よつても異つて来 る.
然 し乍 ら健康 人の値 の17-KS分布状態 は大
体は一定 している.一 般 に欧米人の17-KS排








等の報告がある.本邦に於ても三宅 氏,増 田 氏,11」
内,木本氏,関氏,中 瀬氏,大野氏,山崎氏,卜部氏
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等 の報 告が あ る.そ の 中 の若 干 を 参考 と し て 表 に 示
し,著 者 の もの と比 較 した.そ の 結果 は 表に 示 す 通 り
で あ る.第7表 に よ り,小 児 の17-KS値 は 各 家 と も
少 く,平 均 値 の分 布 は0～1.4mg/day(以下 単 位 は略
記 す る)の 間 にあ る.8才 頃 よ り男 女共 や や 増 量 し,
8～15才で は 男子3.8～8.2の間 に あ り,男 女 の差 は余
りな い.15～20才か らは 急 に増 し,男 子7.3～15.0の
間 に あつ て約倍 加 す る.女 子は3.8～9.6で男 子 の 約
2/3であ る.20～25才は男 子11.1～17.4,女子5.6～
9,7,25～35才は 最 高値 を 示 し,男子13.6～22.6,女子
は4.5～9.8であ る.35～40才 はや や減 量 し11.0～
15.53,40～50才は10.0～12.3と徐 々に 減少 す.50～60
才 は8.0～12.1であ り,やや 減 少 す る程 度 で あ るが60才
以上 か らは著 明 に減 量 す る よ うで あ る.以 上 要 す るに
男女 共 小児,幼 児 は余 り差 が な いが そ の後,男 子が 増
量 し女 子 は少 い.男 女共25～30才更 に35才と増量 して
30～35才の間 が,諸 家 の測 定 と も全 部 最 高値 を 示す
平均 値 の差 も9.0とか な り差 が あ るが,此 の年 代 が 最
高値 を 示す 事は一 致 してい る.そ の 後60才頃 迄維 持 す
るが60才以 上 よ り徐 々 に減 量 し低 下 す る.老 人 の排 泄
量 につ い ては 関氏 の報 告が あ る,即 ち60才以上 の男 子
27例の平 均 値 と標 準 扁差 は7.77土2.15,女子34例で は
4.46±2.26で,男子 は女 子 よ り高 く,男 子 は60才代 と
70才代で は 変 りな く,80才代で 低 下す る と云 う.老 人
男子 は ほぼ 尿量 と平 行 し,女 子 で は不 明で あ る と述 べ
てい る.余 の測 定 した例 数 は合 計51例で 男子30例女子
21例で あ り,そ の結 果は 第6表,第1図 に 示す 通 りで
あ る.即 ち,男 女 共14才迄 は少 く15才頃 よ り増 量 し始
め,そ の平均 値 は 約2～3倍 とな る.そ の後20才よ り
増 量 し男 子 は30～34才で最 高 値 とな る 。女 子 の場 合 は
20～39才の間 で 最 高 とな る.最 高値 の標 準 扁 差 も大 と
な る為,個 人 差 もあ る事が 分 る.之 等 を諸 家 の測 定 と
比 較 す る と,男 子 は 大体 標 準 範 囲に あ り,女 子 はや や
高 い値 を 示 してい る.
3.総 括
邦 人と欧米 人との平均値 の差 はか な り開 きが
あ る.即 ち男子 の最高値は年代的には一致す る
が,そ の差 は13.6～22.6で9.0であ る.そ の他
の年代 も最高値 はすべて欧米人である.女 子 も
同様であ るが男子程の差はない.邦 人の測定 で
は男子 の最高値が13.6～15.8の間に あり,そ の
差 は2.2と少 く女子は5.3～9.8で,その差は4.5
で各 々差は縮 つている.従 つて正常値 の範 囲を








1)本 邦,欧 米 に於 け る17-KSの 正常値 を
統 計的に観察 した.各 年代に よる平均値には差
があ るが,そ の排泄値は大 体平行す る.
2)余 は健康人男子30例 女子21例 を測定 し
た.
3)男 女共14才迄は余 り差が ない.
4)男 子の最高値 は30～34才で,諸 家 の測定
と一致 し,そ の値 は15.83±2.67であ る.女 子
は20～29才で最高 値を示 し9.77士1.59であ る.
5)男 子20～49才の平均値は13.40,女子は
8.75で50才以上 より徐 汝に減 少し,そ の減 少度
は女子の方が早 い.
6)余 の行 つた測定値は,男 子は諸家 の標準
に近いが女子 ではやや高 い.
(文献は最終篇に譲る)
第1表Hurxtgalの 測 定 値
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第2表Keinigsbergの測 定値 第5表 卜部 氏 の測 定 値
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男子 ・女子の17-KS平 均値 第7表 諸家平均値の分布
0102030
は 男 子
一 一一 一一は 女 子
年令
年 令1男 子 剤 女 子
～7
8～15
15～20
20～25
25～30
30～35
35～40
40～50
50～60
60以上
0～1,4
3.8～8.2
7,3～15.0
1L1～17.4
13。4～19.4
13.6～22.6
11.O～15.53
10,0～12.3
8.O～12。1
6。O～7.7
1.4
4.4
7,7
6.3
6.0
9.0
4.53
2,3
4.1
1,7
O～1.4
2.9～7.5
3。8～9,6
3.6～9.9
5。6～8。8
5.3～9,8
8.8～9.61
6,6～7,6
5.3～6.3
1.8～4.4
差
1.4
4.6
5.8
4.3
3.2
4.5
α8
1.0
1。0
2.6
